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禁スクショ 2022年3月

お問合せ先： 藤岡（fujioka@next-mobility.co.jp） ｜

1. 弊社事業紹介 ｜ 弊社のビジョン

ミッション

私たちが実現したいこと

暮らしの移動を、いつまでも、もっと便利に

地域の人々の自由で豊かな暮らしをいつまでも維持し
ていくために、持続可能で利便性の高い新たなモビリ
ティの可能性を追求して参ります。

ビジョン

ミッションを実現するために私たちがありたい姿

地域・交通事業者による移動課題解決の

ベスト・パートナー

地域や公共交通事業者の方々が、社会的責任として、
地域の人々の暮らしの質の向上のために提供しようと
する新たなモビリティサービスの構築を、私たちは裏方
として、地域や事業者に寄り添い、支えて参ります。

バリュー

私たちが大切にしていること

公共交通に求められる高い水準の価値提供

新たなモビリティサービスの導入を安心して推進するた
めに、公共交通に求められる高い水準（高密度輸送、
高い利便性、安定感による信頼性）での仕組みやオペ
レーション構築を目指しています。
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三菱商事株式会社

会社概要

2019年3⽉8⽇設⽴年⽉⽇

福岡市本店所在地

①⾃主商業運⾏事業 【道路運送法4条乗合】
（福岡県東区アイランドシティ / 運⾏は⻄鉄）

②事業者/⾃治体向けソリューション提供事業
（AI活⽤型オンデマンドバス等交通関連システムの

提供、コンサルティング、各種業務⽀援等）

事業内容

2億5,800万円資本⾦
（資本準備⾦含む）

社⻑ ⽥中 昭彦（ 【兼務】 ⻄⽇本鉄道㈱ ⾃動⾞事業本部 部⻑ ）
副社⻑ 藤岡 健裕（三菱商事㈱ より出向）

代表者

ネクスト・モビリティ株式会社

⻄⽇本鉄道株式会社

出資 出資

共同事業契約

福岡でのオンデマンドバス運行を通じて培ったノウハウを活かし、
全国の地域・事業者様に対してノウハウ含むソリューションを提供

西鉄との協業での
自主運行を通じて
ノウハウ蓄積

1. 弊社事業紹介 ｜ 弊社概要
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2017年 4月 三菱商事内でモビリティ・サービスの事業化検討開始

2018年 3月 西鉄・三菱商事でオンデマンドバス（ODB）の検討開始
12月 カナダSpare Labs社を技術パートナーに選定

（※当時の国内外主要ベンダー10数社を比較検討）

2019年 3月 実施主体としてネクスト・モビリティ社設立
Spare Labs社に三菱商事が出資・役員派遣

4月 福岡市アイランドシティ地区にて実証運行開始（のるーと）
（今日でも運行継続中。延べ16万人以上の乗客を輸送）

2020年 6月 全国のお客様へのソリューション提供型事業を開始
（※他社様にご紹介できる一定水準へと仕上がったと判断）

自らシステムを選定、オペレーションを仕上げた上で、
全国のお客様へのソリューション提供を実施中

1. 弊社事業紹介 ｜ 弊社の取り組み経緯

2022年 3月現在、全国7箇所でサービス提供中
＋数箇所で22年度中の新規サービス提供実施準備中
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福岡市東区アイランドシティ

p 中核都市郊外部/対象人口2万
p 民間路線バスの補完
p 2019年4月〜運行中
p 弊社自主運行（4条乗合）

福岡県宗像市日の里地区

p 中核都市郊外部/対象1万人
p 民間路線バスの代替交通
p 2021年3月〜運行中
p 宗像市様が事業主

福岡市西区壱岐南

p 中核都市郊外部/対象1万人
p 民間路線ミニバスの代替交通
p 2020年6月〜運行中
p 西鉄による自主運行

大阪メトロ（OM）様MaaS社会実験

p 大都市郊外部（平野区）

p 2021年3月〜サービス提供中
p OM様開発MaaSアプリへのオンデ
マンドバス運行システムAPI提供

長野県塩尻市市街地

p 地方市中心部/対象1万人
p 自治体コミバス路線の代替交通
p 2021年10月〜運行中
p 塩尻市様が事業主

三重県桑名市市街地

p 地方市中心部

/対象1.2万人
p 自治体コミバス路線の代
替交通を見据えた無償実
証実験の実施

p 2022年1月~3月運行
p 桑名市様が事業主

1. 弊社事業紹介 ｜ 展開中のサービス

東日本某市全域

p 某地方市全域
p 自治体乗合タクシーの
代替交通

p 2022年10月〜予定
p 某自治体様が事業主
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駅 駅 駅

中核都市中心部
（公共交通分担率大）

駅

中核都市郊外部
（民間が路線維持可）

一般市町村中心部
（民間路線維持が困難に）
（自治体コミバスも運営難）

一般市町村郊外部
（公的運営が前提）

技術の進展による輸送力改善によりAI活用型が地域課題解決に果たせる役割が拡
がりつつあるが、地域によって課題は異なるので、課題に応じたKPI設定が重要

2. 地域別の課題 ｜ 地域特性に応じた活用パターンとKPI

福岡ｱｲﾗﾝﾄ
大阪平野区 宗像市街地

塩尻市街地

福岡壱岐南

桑名市街地

某市全域

主要
KPI
（例）
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公
共
交
通
*
役
割

限定的

• 公共交通が十分充実
• タクシー需要も大
• 渋滞緩和策の可能性
（技術進化で実現可能に）

一部で有り

• 路線バスの補完的役割
（技術進化で実現可能に）

• 荷物が多い、歩くのが大変
など、個人事情に応じ利用

有り

• 路線バスの代替
（技術進化で実現可能に）

• 通勤通学通院等普段使い

有り

• バス/乗合タクシーの代替
（従来より利便性向上）

• 通勤通学通院等普段使い

乗客数 一人当輸送費 乗客数 経費カバー率

乗車時待ち時間 乗車時待ち時間

アプリ率 稼働率/乗合率 アプリ率 稼働率/乗合率

乗客数 赤字絶対額

ユニークユーザー数
アプリ率 稼働率/乗合率

事業収支

利便性

効率性
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